
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
長尺な記録材料を巻回してなる記録材料ロールを収納する記録材料マガジンであって、
前記記録材料ロールを収納する、記録材料の出口を有するマガジン本体と、
前記記録材料ロールを回転自在に支持する、前記マガジン本体内の所定位置に保持される
スプールと、
前記スプールに取り外し自在に係合してスプールに支持された記録材料ロールの回転軸方
向の位置を規制すると共に、前記スプールが前記マガジン本体内の所定位置に取り付けら
れた際に、前記マガジン本体の出口まで存在するフランジとを有することを特徴とする記
録材料マガジン。
【請求項２】
前記マガジン本体の出口が記録材料の上下面に当接して直線的に記録材料を案内する領域
を有し、さらに、この直線領域と前記フランジとを係合してフランジの前記回転軸方向の
位置を規定する規定手段を有する請求項１に記載の記録材料マガジン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録材料を用いた画像記録装置等に利用される、記録材料ロールを収納する記
録材料マガジンの技術分野に属する。
【０００２】
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【従来の技術】
銀塩写真感光材料、熱現像感光材料、感光感熱記録材料等の各種の記録材料がプリンタや
複写装置等の画像記録装置に利用されている。
このような記録材料は、予め所定長のカットシートとされて画像記録装置に供給されるも
のもあるが、長尺なまま巻回されて記録材料ロールとされ、この記録材料ロールのまま装
置に供給され、画像記録装置内で作成するハードコピーに対応するサイズに切断されるも
のも多数ある。また、記録材料ロールは、所定のマガジンに収納されて、画像記録装置の
所定位置に装填される場合が多い。
【０００３】
例えば、フォトプリンタ（写真焼付現像機）では、感光材料ロールを所定のマガジンに収
納して、マガジンを装置の所定位置に装填し、感光材料をマガジンから引き出して、プリ
ントサイズに応じた所定長に切断した後に、所定の経路を搬送して露光、現像および乾燥
等の処理を施して（仕上り）プリントとし、あるいは、長尺なまま所定の経路を搬送して
露光、現像および乾燥等の処理を施して、最後に切断して、一枚のプリントとする。
【０００４】
このような記録材料ロールを用いる画像記録装置では、マガジンから供給された記録材料
の搬送方向と直交する方向の位置（以下、幅方向とする）が狂っていると、記録材料の蛇
行の原因となり、また、搬送ガイドが配置されていなければ、搬送方向の下流（以下、下
流とする）に向かって次第に搬送が幅方向にズレてくる（スキューを生じる）。
そのため、マガジンには、感光材料の幅方向の位置を規定する規定手段（幅ガイド）が、
感光材料の出口に設けられているのが通常であるが、従来のマガジンは、前とサイズ（幅
）の異なる記録材料ロールをマガジンに収納する際に、この幅ガイドの位置調整に手間が
かかるという問題がある。
【０００５】
　図４に、マガジンの一例の概略斜視図を、図５（ａ）および（ｂ）に、その分解斜視図
を、それぞれ示す。
　両図に示されるように、マガジン１００は、長尺な感光材料Ａを巻回してなる

収納するものであって、図５（ａ）に示される、スプール１０４と、２枚の
フランジ１０６および１０６と、図５（ｂ）に示される、マガジン本体１０２とを有して
構成される。
【０００６】
感光材料ロールＡｒは、その軸芯を挿通されて略円筒状のスプール１０４に保持され、軸
方向の両側からフランジ１０６および１０６によって挟まれるようにして、幅方向の位置
を規制される。
【０００７】
感光材料ロールＡｒは、各種の幅（感光材料Ａの短手方向）を有するものが複数種用意さ
れている。図示例においては、スプール１０４には、各感光材料ロールＡｒの幅に応じた
間隔を有する、２本で組を成す３種（合計６本）の係止溝１０４ａ，１０４ｂおよび１０
４ｃが形成されている。各係止溝１０４は、フランジ１０６の厚さに対応して、これを緩
嵌する幅を有するもので、感光材料Ａの搬送中心（搬送方向と直交方向の中心）と、２本
の溝の中間点とが一致するように形成される。
他方、フランジ１０６には、スプール１０４に挿通される貫通孔１０８Ａが形成されてい
る。この貫通孔１０８Ａの一部は、フランジ１０６と同一平面を成す板材である係止部材
１０８によって構成される。この係止部材１０８は、図中上下方向（矢印ａ方向）に移動
自在にフランジ１０６に保持されており、かつ、スプリング等の公知の手段で下方に付勢
されている。
【０００８】
すなわち、図示例のマガジン１００においては、係止部材１０８を上方に持ち上げた状態
でスプール１０４を一方のフランジ１０６の貫通孔１０８Ａに挿通し、使用する感光材料
ロールＡｒの幅に応じた係止溝１０４に、係止部材１０８の下端部を挿入して係合させる
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ことによって、フランジ１０６を位置決めしてスプール１０４で保持する。次いで、感光
材料ロールＡｒの軸芯にスプール１０４を挿通して支持し、最後に、他方のフランジ１０
６を、先のものと同様に位置決めしてスプール１０４に保持する。
これにより、感光材料ロールＡｒは、２枚のフランジ１０６によって幅方向を位置決めさ
れて、スプール１０４に保持される。
【０００９】
マガジン本体１０２は、このようにしてスプール１０４に保持された感光材料ロールＡｒ
を収納する筐体で、一面が開放する箱体である下部ケース１１０と、同様に一面が開放す
る箱体で、互いの開放面を開放／閉塞するように下部ケース１１０の開放面の一辺に回動
自在に係合する上部ケース１１２とから構成され、両ケースを組み合わせることにより、
図４に示されるような筐体を構成し、例えば、図１や図４に示されるように、出口を下に
してプリンタに装填される。
【００１０】
　下部ケース１１０の内面には、スプール１０４の両端部と係合して、前記上部ケース

と下部ケース の係合辺と同方向に延在するようにしてスプール１０４を支持す
る支持部１１４が形成されている。他方、上部ケース１１２には、前記支持部１１４と共
にスプール１０４を支持する支持部１３２が形成され、また、この支持部１３２には、マ
ガジン１００内の遮光を良好にするためのカバー１３２ａが設けられる。
　スプール１０４（およびフランジ１０６）によって保持された感光材料ロールＡｒは、
スプール１０４が支持部１１４によって支持され、かつ、上部ケース と下部ケース

が閉塞することにより、マガジン１００（マガジン本体１０２）内の所定位置に収
納・保持される。
　なお、両ケースの閉塞は、公知の手段で固定可能に構成される。
【００１１】
　図示例のマガジン１００においては、上部ケース と下部ケース とを閉塞し
た際も、両者の係合辺とほぼ対角する位置がスプール１０４の軸方向に延在して、スリッ
ト状に開口している。
　下部ケース 外側の前記開口に対応する位置には、幅方向両端に、感光材料Ａの排
出方向（図中矢印ｂ方向）に突出して、搬送ガイド面を形成する下面ガイド１１６ａおよ
び１１６ｂが設けられる。また、下部ケース の内側には、下面ガイド１１６と同一
の搬送ガイド面を構成する内部ガイド１１８が固定され（図 参照）、前記開口と３つの
ガイドとによって記録材料 の出口が形成される。なお、図中符号１２０は、感光材料Ａ
の排出を円滑にするために内部ガイド１１８に軸支される補助ローラである。
　一方、上部ケース の前記開口に対応する位置には、下面ガイド１１６および内部
ガイド１１８と間隙を有して対面する、搬送ガイド面を形成する上面ガイド１２２が設け
られる。
　すなわち、マガジン１００においては、感光材料Ａは、下面ガイド１１６および内部ガ
イド１１８と、上面ガイド１２２とによって上下方向（面の位置）を案内されて排出され
る。
【００１２】
前述のように、マガジン１００の出口には、感光材料Ａの幅方向の位置を規定するための
幅ガイドが設けられる。
マガジン１００においては、下面ガイド１１６ａには幅方向に延在する長孔１２４ａが、
下面ガイド１１６ｂには幅方向に延在する長孔１２４ｂが、それぞれ形成され、両長孔１
２４には、感光材料Ａの端面に当接して幅方向の位置（エッジ位置）を規制する幅ガイド
１２６ａおよび１２６ｂがそれぞれ係合し、ビスやボルトナット等の公知の手段によって
締結される。
他方、内部ガイド１１８の幅方向の両端には、幅方向に延在する長孔１２８ａおよび１２
８ｂが形成され、両長孔１２８には、それぞれ同様の幅ガイド１３０ａおよび１３０ｂが
係合して、同様にビス等によって締結される。
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【００１３】
従って、マガジン１００において、収納する感光材料ロールＡｒのサイズを変更する際に
は、４つの幅ガイド、すなわち幅ガイド１２６ａおよび１２６ｂ、ならびに幅ガイド１３
０ａおよび１３０ｂの締結を開放し、それぞれが係合する長孔に沿って、収納する感光材
料ロールＡｒのサイズに応じて４つの幅ガイドのそれぞれの位置を調整した後、再度、４
つの幅ガイドを締結する必要がある。
そのため、記録材料出口の幅ガイドの位置合わせに手間と時間がかかり、マガジン１００
において、サイズの異なる感光材料ロールＡｒを収納する際の作業を面倒なものにしてい
る。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、前記従来技術の問題点を解決することにあり、幅の異なる複数種の記録
材料ロールを収納する記録材料マガジンであって、先に収納されていたものと幅の異なる
記録材料ロールを収納する際でも、幅ガイドの設定や調整を容易かつ簡易に行うことがで
き、記録材料ロール交換等の手間を大幅に低減して、作業性を向上することができる記録
材料マガジンを提供することにある。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために、本発明は、長尺な記録材料を巻回してなる記録材料ロールを
収納する記録材料マガジンであって、前記記録材料ロールを収納する、記録材料の出口を
有するマガジン本体と、前記記録材料ロールを回転自在に支持する、前記マガジン本体内
の所定位置に保持されるスプールと、前記スプールに取り外し自在に係合してスプールに
支持された記録材料ロールの回転軸方向の位置を規制すると共に、前記スプールが前記マ
ガジン本体内の所定位置に取り付けられた際に、前記マガジン本体の出口まで存在するフ
ランジとを有することを特徴とする記録材料マガジンを提供する。
【００１６】
また、前記マガジン本体の出口が記録材料の上下面に当接して直線的に記録材料を案内す
る領域を有し、さらに、この直線領域と前記フランジとを係合してフランジの前記回転軸
方向の位置を規定する規定手段を有するのが好ましい。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の記録材料マガジンについて、添付の図面に示される好適実施例を基に、詳
細に説明する。
【００１８】
図１に、本発明の記録材料マガジンを利用するプリンタ（画像記録装置）の概略図が示さ
れる。
図１に示されるプリンタ１０は、デジタル露光によって感光材料Ａ（印画紙）を露光して
潜像を記録して、プリント（写真）として出力するデジタルフォトプリンタのプリンタ（
焼付装置）であって、ロール状に巻回された長尺な感光材料Ａを、マガジン３２から引き
出して、作成するプリントに応じた所定長に切断してカットシートとした後に、バックプ
リントの記録（裏印字）およびデジタルの走査露光を行い、プロセサ（現像装置）Ｐに供
給する装置である。
【００１９】
なお、本発明の記録材料マガジンは、このような感光材料を切断してカットシートとした
後に露光を行うプリンタ以外にも、長尺な感光材料のままで、コマパンチの形成、露光、
バックプリントの記録等を行い、次いで現像および乾燥等の所定の現像処理を施した後に
、感光材料をプリント一枚毎に対応して切断するプリンタにも利用可能である。また、通
常の直接露光によるプリンタにも利用可能である。
また、このようなフォトプリンタのみならず、熱現像感光材料を用いる画像記録装置や感
光感熱記録材料を用いた記録装置等、長尺な記録材料を巻回してなる記録材料ロールを使
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用する装置であれば、公知の画像記録装置に各種利用可能である。なお、以下の説明では
、これらをまとめて感光材料とも言う。
【００２０】
図１に示されるプリンタ１０は、感光材料供給部１２と、バックプリントを記録する裏印
字手段１４と、画像記録部１６と、振分部１８と、カットシートとした感光材料Ａを画像
記録部１６に搬送する第１搬送部３４および第２搬送部３６を有して構成される。なお、
プリンタ１０には、図示した部材以外にも、搬送ローラ等の感光材料Ａの搬送手段や搬送
ガイド、センサ等の各種の部材が、必要に応じて配置されている。
【００２１】
プリンタ１０において、感光材料供給部１２（以下、供給部１２とする）は、装填部２０
および２２と、引き出しローラ対２４および２６と、カッタ２８および３０とを有して構
成される。
装填部２０および２２は、長尺な感光材料Ａを記録面を外側にしてロール状に巻回してな
る感光材料ロールＡｒを遮光性の筐体に収納したマガジン３２が装填される部位である。
装填部２０および２２に装填されるマガジン３２には、通常、幅（サイズ）、面種（シル
クやマット等）、仕様（厚さやベース種等）等、互いに種類の異なる感光材料Ａを巻回し
た感光材料ロールＡｒが収納される。
ここで、マガジン３２は本発明の記録材料マガジン（以下、マガジンとする）にかかるも
のである。
【００２２】
図２および図３に、マガジン３２の概略斜視図を示す。
なお、マガジン３２は、フランジ７２の形状、および感光材料Ａの出口の各ガイドが異な
る以外には、基本的に前記図４および図５に示されるマガジン１００と同様の構成を有す
るので、同じ部材には同じ符号を付し、以下の説明は、異なる部位を主に行う。
【００２３】
前記マガジン１００と同様、図示例のマガジン３２も、図２（ａ）に示される、スプール
１０４と、２枚のフランジ７２および７２と、図２（ｂ）に示される、マガジン本体７０
とを有して構成される。
【００２４】
マガジン本体７０は、前記マガジン１００と同様、下部ケース７４と上部ケース７６とか
ら構成される。
また、両ケースにはマガジン１００と同様に、下部ケース７４と上部ケース７６と閉塞し
た際に、マガジン本体７０に形成されるスリット状の開口に対応して、感光材料Ａの上下
面に当接して案内するガイドが設けられる。すなわち、下部ケース７４には下面ガイド７
８（７８ａ，７８ｂ）、上部ケース７６には上面ガイド８２が、それぞれ感光材料Ａの排
出方向（矢印ｂ方向）に突出して形成され、さらに、下部ケース７４の出口に対応する位
置には、下面ガイド７８と共に同一面のガイドを構成する内部ガイド８０が固定され、こ
の３つのガイドと前記開口都で感光材料Ａの出口が構成される。図示例のプリンタ１０に
おいては、マガジン３２はこの出口を下にして図４と同様の状態で装填される。
【００２５】
ここで、前記マガジン１００においては、各ガイドには幅ガイドを係合する長孔が形成さ
れていたが、図示例のマガジン３２においては、各ガイドには、長孔は形成されずに、そ
の内面に、感光材料Ａの排出方向に延在して、２本で組を成す係止溝が形成されている。
具体的には、下面ガイド７８の上面には、係止溝８４ａおよび８４ａ、係止溝８４ｂおよ
び８４ｂ、ならびに係止溝８４ｃおよび８４ｃが形成されている。また、内部ガイド８０
の上面には、係止溝８６ａおよび８６ａ、係止溝８６ａおよび８６ｂ、ならびに係止溝８
６ｃおよび８６が形成されている。さらに、上面ガイド８２の下面には、係止溝８８ａお
よび８８ａ、係止溝８８ａおよび８８ｂ、ならびに係止溝８８ｃおよび８８が形成されて
いる。
【００２６】
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これらの各係止溝は、スプール１０４に形成される各係止溝に対応するものである。
すなわち各係止溝は、フランジ７２の厚さ、より具体的には、後述するガイド領域９０の
厚さに対応して、これを緩嵌する幅を有し、かつ、排出する感光材料Ａの搬送方向の中心
（搬送方向と直交する方向の中心）と２本の溝の中間点とが一致するように、マガジン３
２に収納する感光材料ロールＡｒのサイズすなわち幅（短手方向）に対応する間隔で、各
ガイドに形成されるものである。
【００２７】
マガジン３２の下部ケース７４および上部ケース７６は、以上の点が異なる以外は、基本
的に、前記マガジン１００の下部ケース１１０および上部ケース１１２と同様の構成を有
するものである。
従って、プリンタ１０にセットされるマガジン３２の外観は、前述の図４に示したマガジ
ン１００とほぼ同様である。
【００２８】
他方、感光材料ロールＡｒを支持するスプール１０４は、前記マガジン１００と同様のも
のである。なお、後に明らかとなるが、本発明のマガジンでは、フランジが感光材料ロー
ルＡｒと共に回転することはないので、スプール１０４も回転しない場合には、感光材料
ロールＡｒの回転を円滑にできるようにする必要がある。
また、フランジ７２も、先のフランジ１０６と同様、貫通孔１０８Ａにスプール１０４を
挿通し、係止部材１０８と係止溝１０４とを係合することにより、感光材料ロールＡｒの
幅に応じた位置でスプール１０４に保持される。図示例では、フランジ７２は、最も内側
の係止溝１０４ａに係合している。
【００２９】
ここで、本発明にかかるマガジン３２のフランジ７２には、マガジン本体７０内の所定位
置に配置された際に、前述の下面ガイド７８および内部ガイド８０と、上面ガイド８２と
の間に挿入され、上下の係止溝に緩嵌するガイド領域９０が、感光材料Ａの排出方向に突
出・延在して形成される。
前述のように、フランジ７２はスプール１０４によって感光材料ロールＡｒの幅に応じた
位置で保持されている。従って、感光材料ロールＡｒを保持するスプール１０４およびフ
ランジ７２が下部ケース７４の支持部１１４にセットされ、上部ケース７６が閉塞される
と、図３に示されるように、フランジ７２のガイド領域９０が、感光材料ロールＡｒの幅
に応じた係止溝８４，８６および８８に係合する。
【００３０】
　従って、感光材料ロールＡｒに巻回される感光材料Ａは、下面ガイド７８ならびに内部
ガイド８０と上面ガイド８２とによって上下方向（面）を、フランジ７２のガイド領域９
０によって幅方向を規制されて、高い位置精度でマガジン３２ 引き出される。
　すなわち、本発明のマガジンによれば、フランジ７２が幅ガイドの作用を成すので、ス
プール１０４に感光材料ロールＡｒを装填して、フランジ７２を固定し、これをマガジン
本体７０にセットすることにより、排出部での幅ガイドのセットも終了する。そのため、
従来のマガジンのように、サイズの異なる感光材料ロールＡｒを収納するたびに、多数の

を緩め、位置合わせを行い、再度締結する等の作業を行う必要がなく、感
光材料ロールＡｒの交換作業を容易にして、プリンタ１０の作業性を大幅に向上すること
ができる。
【００３１】
フランジの形状は、図示例に限定はされず、マガジンの感光材料出口まで存在する領域を
有するものであれば、円形を基準にする形状、矩形を基準にする形状等、各種の形状が利
用可能である。従って、図示例のように搬送方向に突出・延在するガイド領域９０を有す
る形状にも限定はされない。
また、スプールとフランジの係合方法にも特に限定はなく、各種の治具や固定部材を用い
る方法、凹部と凸部とを係合する方法等、円柱に板材を位置決めして保持する公知の方法
が各種利用可能である。

10

20

30

40

50

(6) JP 3657754 B2 2005.6.8

から

幅ガイドの締結



【００３２】
　本発明のマガジンにおいては、幅方向を規制するフランジのガイド領域と、上下方向を
規制するマガジン本体７０の各ガイドとの係合手段は図示例に限定はされず、例えば、ガ
イドに突起を形成してガイド領域に形成した凹部に緩嵌する構成、ガイドに一対のリブを
形成して、リブの間にガイド領域を緩嵌する構成等、公知の板材の位置規制方法が各種利
用可能である。
　また、各ガイドとガイド領域とを係合するものにも限定はされず、例えば、上下方向を
規制するガイドにガイド領域を載置するのみの構成、あるいは同様のガイドを設けず、フ
ランジを出口まで存在させるのみの構成としてもよいが、より位置精度の高い
ためには、やはり、図示例のように、上下方向を規制するガイドにガイド領域を係合する
のが好ましい。
【００３３】
なお、本発明のマガジンにおいて、排出する感光材料の幅方向の位置精度には特に限定は
なく、要求される精度に応じて、公知の方法でフランジおよびガイド領域の位置精度を出
せばよい。
さらに、図示例のマガジン３２は、３種のサイズの感光材料ロールＡｒに対応するもので
あるが、本発明はこれに限定はされず、２種あるいは４種以上のサイズの感光材料ロール
Ａｒに対応するものであってもよい。
【００３４】
後に述べるが、図示例のプリンタ１０では、感光材料Ａの搬送中心を走査方向の中心に合
わせる、いわゆるセンターを基準とする光ビーム走査露光によって感光材料Ａに潜像を記
録する。そのため、マガジン３２からの感光材料Ａの排出も、搬送中心と感光材料Ａの幅
方向の中心とを一致するように各係止溝が形成されているが、本発明はこれに限定はされ
ず、感光材料Ａの端面を基準（いわゆるエッジ基準）として露光や搬送を行うものであっ
てもよい。なお、この際には、フランジは必ずしも２枚必要ではなく、マガジン本体内に
、感光材料ロールＡｒの端面が当接する基準面を形成し、これをフランジ代りとしてもよ
い。
また、本発明のマガジンでは、感光材料ロールＡｒと共にフランジが回転することはない
が、より円滑な感光材料Ａの排出を要求される用途では、フランジを二重にして、内側の
フランジを感光材料ロールＡｒと共に回転するように構成してもよい。
【００３５】
引き出しローラ対２４および２６は、装填部２０および２２に装填されたマガジン３２に
収納される感光材料Ａを引き出して搬送する。
この搬送は、対応するカッタ２８および３０より下流に搬送された感光材料Ａが作成する
プリント（記録画像）に応じた長さになった時点で停止し、次いで、カッタ２８および３
０が作動して、感光材料Ａを切断して所定長のカットシートとする。
【００３６】
装填部２２のマガジン３２から引き出され、カッタ３０によって所定長に切断された感光
材料Ａは、多数の搬送ローラ対で構成される第１搬送部３４および第２搬送部３６によっ
て、他方、装填部２０のマガジン３２から引き出され、カッタ２８によって切断された感
光材料Ａは第２搬送部３６によって、共に、上方に搬送された後に右方向に搬送されて、
記録面を上にして画像記録部１６（走査搬送手段４２）に搬送される。
【００３７】
第２搬送部３６の途中には、裏印字手段１４が配置される。
裏印字手段１４は、感光材料Ａの非記録面（非乳剤面＝裏面）に、写真の撮影日、プリン
ト焼付日、コマ番号、フィルムＩＤ番号等の各種の情報、いわゆるバックプリントを記録
（裏印字）するもので、感光材料Ａは、第２搬送部３６によって搬送されつつ裏印字手段
１４によってバックプリントを記録される。
【００３８】
また、第２搬送部３６の裏印字手段１４の下流の搬送ローラ対３６ａおよび搬送ローラ対
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３６ｂの間は、ループ形成部３８となっている。
すなわち、第２搬送部３６における感光材料Ａの搬送速度は、ループ形成部３８下流の搬
送ローラ対３６ａ以降は画像記録部１６（走査搬送手段４２）における走査搬送速度と同
速度で、ループ形成部３８上流の搬送ローラ対３６ｂ以前はそれより高速に設定されてお
り、第２搬送部３６を搬送される感光材料Ａは、ループ形成部３８において、上下流の搬
送速度差によって、図中点線で示されるように、そのサイズに応じたループを形成する。
図示例のプリンタ１０においては、これにより、短いパス長で裏印字手段１４と画像記録
部１６とを分離し、露光時における感光材料Ａの高精度な走査搬送を実現している。
【００３９】
　感光材料Ａは、第２搬送部３６か に供給される。
　 は、露光ユニット４０および走査搬送手段４２を有して構成されるもの
で、感光材料Ａを副走査方向に搬送しつつ、光ビームＬで走査することにより、感光材料
Ａを２次元的に走査露光して潜像を記録する。
【００４０】
露光ユニット４０は、記録画像に応じて変調し、主走査方向に偏向した３原色の露光に対
応する３種の光ビームを用いて、主走査方向の中心と感光材料Ａの幅方向の中心とを一致
してセンター基準で感光材料Ａを走査露光する、各光ビームの光源、光ビームの変調手段
、ポリゴンミラー等の光偏向器、ｆθレンズ、光路調整用のミラー等を有して構成される
、公知の光ビーム走査装置である。
【００４１】
一方、走査搬送手段４６は、露光位置Ｘ（走査線）を挟んで配置される一対の搬送ローラ
対と、感光材料Ａをより好適に露光位置Ｘに保持するための露光ガイド（図示省略）とか
ら構成され、感光材料Ａを露光位置Ｘに保持しつつ、搬送ローラ対によって主走査方向と
直交する副走査方向に感光材料Ａを走査搬送する。前述のように、光ビームＬは、主走査
方向に偏向されているので、感光材料Ａは、記録する画像に応じて変調された光ビームＬ
によって２次元的に走査露光され、潜像が記録される。
【００４２】
　 によって潜像を記録された感光材料Ａは、下流に配置される振分部１８
に搬送される。
　振分部１８は、露光済の感光材料Ａを、サイズ等に応じて適宜決定されたシーケンスに
応じて、感光材料Ａを搬送方向と直交する方向に振り分けて、搬送方向には重なる複数列
として、プロセサＰに感光材料Ａを供給する搬送ローラ対６８に搬送することにより、プ
ロセサＰの処理能力を向上、例えば、２列であれば約２倍、３列であれば約３倍とする。
【００４３】
図示例の振分部１８は、感光材料Ａを載置搬送するベルトコンベア６２と、その上に配置
される振分装置６４とを有して構成される。
振分装置６４は、ベルトコンベア６２による搬送方向に直交して配列される２つの吸盤ユ
ニット６６を有するものであり、この吸盤ユニット６６は、感光材料Ａを吸着保持して持
ち上げ、一方はベルトコンベア６２の搬送方向に向かって右斜め下流方向に搬送して、他
方は同左斜め下流方向に搬送して、感光材料Ａを左右に振り分け、複数列とする。
【００４４】
振分部１８によって搬送された感光材料Ａは、下流の搬送ローラ対６８によってプロセサ
Ｐに供給され、発色現像、漂白定着、水洗等の現像処理を施された後、乾燥されて、（仕
上り）プリントとして排出される。
【００４５】
以上、本発明の記録材料マガジンについて詳細に説明したが、本発明は以上の例に限定は
されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の改良や変更を行ってもよいのは
もちろんである。
【００４６】
【発明の効果】
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以上、詳細に説明したように、本発明の記録材料マガジンによれば、排出口の幅ガイドの
設定を記録材料ロールの幅方向の位置規制を行うフランジのセットで同時に行うことがで
きるので、幅の異なる記録材料ロールを収納する際であっても、幅ガイドの設定や調整を
容易かつ簡易に行うことができ、記録材料ロール交換等の手間を大幅に低減して、作業性
を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の記録材料マガジンを利用する画像記録装置の一例の示す概念図である
。
【図２】　（ａ）および（ｂ）は、本発明の記録材料マガジンの一例の分解部分斜視図で
ある。
【図３】　図２に示される記録材料マガジンの分解斜視図である。
【図４】　従来の記録材料マガジンの概略斜視図である。
【図５】　（ａ）および（ｂ）は、図４に示される記録材料マガジンの分解部分斜視図で
ある。
【符号の説明】
１０　プリンタ
１２　（感光材料）供給部
１４　裏印字手段
１６　画像露光部
１８　振分部
２０，２２　装填部
２４，２６　引き出しローラ対
２８，３０　カッタ
３２，１００　マガジン
３４　第１搬送部
３６　第２搬送部
４０　露光ユニット
４２　走査搬送手段
６２　ベルトコンベア
６４　振分装置
６６　吸盤ユニット
７０，１０２　マガジン本体
７２，１０６　フランジ
７４，１１０　下部ケース
７６，１１２　上部ケース
７８，１１６　下面ガイド
８０，１１８　内部ガイド
８２，１２２　上面ガイド
８４，８６，８８　係止溝
１０４　スプール
１０８　掛止部材
１０８Ａ　貫通孔
Ａ　感光材料
Ａｒ　感光材料ロール
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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